
(57)【要約】

【課題】挿入部の先端を腸管のヒダに引っ掛け手元側に

引き寄せて腸管を直線化する際にヒダとの係合が外れ難

く、挿入部を大腸内に容易かつ円滑に挿入することがで

きる大腸挿入用内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部１の先端を構成する先端部本体５の

先端面５ａに被写体の光像を取り込むための観察窓６が

配置されると共に、先端部本体５の外縁部分から前方に

向かって筒状の先端フード１０が突設された大腸挿入用

内視鏡の先端部において、先端フード１０の外周を軸線

周り方向に囲む鍔状体１１が先端フード１０の外周面に

突設されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 の 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 先 端 面 に 被 写 体 の 光 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 が
配 置 さ れ る と 共 に 、 上 記 先 端 部 本 体 の 外 縁 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 筒 状 の 先 端 フ ー ド が 突
設 さ れ た 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 先 端 フ ー ド の 外 周 を 軸 線 周 り 方 向 に 囲 む 鍔 状 体 が 上 記 先 端 フ ー ド の 外 周 面 に 突 設 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 先 端 フ ー ド が 透 明 な 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い て 、 そ の 透 明 な 先 端 フ ー ド の 外 周 面
に 上 記 鍔 状 体 が 突 設 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 先 端 フ ー ド が 上 記 先 端 部 本 体 に 対 し て 着 脱 自 在 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 大 腸 挿
入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 鍔 状 体 が 上 記 先 端 フ ー ド と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か の 項
に 記 載 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 鍔 状 体 の 後 端 外 縁 部 分 が 、 上 記 鍔 状 体 の そ の 他 の 外 縁 部 分 に 比 べ て 小 さ な ア ー ル で
形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 先 端 フ ー ド の 外 周 面 の 上 記 鍔 状 体 よ り 先 寄 り の 位 置 に あ る 部 分 が 、 先 側 へ 漸 次 外 径
が 小 さ く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 大 腸 挿
入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 鍔 状 体 の 外 周 面 が 、 先 側 へ 漸 次 外 径 が 小 さ く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項
１ な い し ６ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 は 被 検 者 の 肛 門 か ら 大 腸 内 に 挿 入 さ れ る が 、 大 腸 を 肛 門 側 か ら 辿 る と
、 短 い 直 腸 を 通 過 し て Ｓ 字 結 腸 に お い て 小 さ な 曲 率 半 径 で 文 字 通 り Ｓ 字 状 に カ ー ブ し て 下
向 結 腸 に 至 り 、 さ ら に 下 向 結 腸 か ら 横 行 結 腸 に 移 行 す る 部 分 で も ９ ０ ° 以 上 に 屈 曲 し て い
る 場 合 が ほ と ん ど で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か も 、 直 腸 以 外 の 部 分 は 体 壁 に 固 定 さ れ て お ら ず 、 Ｓ 字 結 腸 等 は 外 力 で 自 由 に 伸 縮 し
た り 形 状 が 変 わ っ た り す る 場 合 が 多 い の で 、 大 腸 内 に 無 闇 に 内 視 鏡 を 押 し 込 ん で も 腸 管 が
奥 へ 伸 ば さ れ て し ま う だ け で 内 視 鏡 を 大 腸 の 深 部 へ 挿 入 す る の は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を あ る 程 度 ま で 腸 管 内 に 挿 入 し た ら 、 挿 入 部 先 端 に 形 成 さ れ て
い る 湾 曲 部 を 遠 隔 操 作 に よ り 小 さ な 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ せ 、 挿 入 部 先 端 を 腸 管 の ヒ ダ に 引 っ
掛 け て 手 元 側 に 引 き 寄 せ る こ と に よ り 腸 管 を ア コ ー デ ィ オ ン の よ う に 縮 ま せ て 直 線 状 態 に
し 、 そ れ を 適 宜 繰 り 返 す こ と で 深 部 へ 挿 入 す る の が 有 力 な 挿 入 テ ク ニ ッ ク の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う に し て 大 腸 内 に 挿 入 さ れ る 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 は 一 般 に 、 挿 入 部 の 前 方
の 被 写 体 の 光 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 が 挿 入 部 の 先 端 面 に 配 置 さ れ て い て 、 そ の 挿 入 部
の 先 端 面 の 外 縁 か ら 前 方 に 突 出 す る 先 端 フ ー ド が 設 け ら れ た 構 成 に な っ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ ） 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ８ ７ ９ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 従 来 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 で 上 述 の よ う な 挿 入 手 技 を 行 う 際 に は 、 挿 入 部 先 端 を
腸 管 の ヒ ダ に 引 っ 掛 け て 手 元 側 に 引 き 寄 せ る と 挿 入 部 先 端 と ヒ ダ と の 係 合 が 滑 っ て 外 れ 、
挿 入 操 作 を 最 初 か ら や り 直 さ な け れ ば な ら な く な っ て 挿 入 に 非 常 に 時 間 が か か る 場 合 が 少
な く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 を 腸 管 の ヒ ダ に 引 っ 掛 け 手 元 側 に 引 き 寄 せ て 腸 管 を 直 線
化 す る 際 に ヒ ダ と の 係 合 が 外 れ 難 く 、 挿 入 部 を 大 腸 内 に 容 易 か つ 円 滑 に 挿 入 す る こ と が で
き る 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 を 構
成 す る 先 端 部 本 体 の 先 端 面 に 被 写 体 の 光 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 が 配 置 さ れ る と 共 に 、
先 端 部 本 体 の 外 縁 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 筒 状 の 先 端 フ ー ド が 突 設 さ れ た 大 腸 挿 入 用 内 視
鏡 の 先 端 部 に お い て 、 先 端 フ ー ド の 外 周 を 軸 線 周 り 方 向 に 囲 む 鍔 状 体 が 先 端 フ ー ド の 外 周
面 に 突 設 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 先 端 フ ー ド が 透 明 な 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い て 、 そ の 透 明 な 先 端 フ ー ド の 外 周
面 に 鍔 状 体 が 突 設 さ れ て い て も よ く 、 先 端 フ ー ド が 先 端 部 本 体 に 対 し て 着 脱 自 在 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 鍔 状 体 が 先 端 フ ー ド と 一 体 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 鍔 状 体 の 後 端 外 縁 部 分 が 、
鍔 状 体 の そ の 他 の 外 縁 部 分 に 比 べ て 小 さ な ア ー ル で 形 成 さ れ て い て も よ い 。
　 そ し て 、 先 端 フ ー ド の 外 周 面 の 鍔 状 体 よ り 先 寄 り の 位 置 に あ る 部 分 が 、 先 側 へ 漸 次 外 径
が 小 さ く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 鍔 状 体 の 外 周 面 が 、 先 側 へ 漸 次 外 径 が 小
さ く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 に よ れ ば 、 先 端 フ ー ド の 外 周 を 軸 線 周 り 方 向 に 囲 む
鍔 状 体 が 先 端 フ ー ド の 外 周 面 に 突 設 さ れ て い る こ と に よ り 、 挿 入 部 の 先 端 を 腸 管 の ヒ ダ に
引 っ 掛 け 手 元 側 に 引 き 寄 せ て 腸 管 を 直 線 化 す る 際 に 鍔 状 体 が ヒ ダ に よ く 引 っ 掛 か っ て ヒ ダ
と の 係 合 が 外 れ 難 く 、 挿 入 部 を 大 腸 内 に 容 易 か つ 円 滑 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 挿 入 部 の 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 先 端 面 に 被 写 体 の 光 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 が
配 置 さ れ る と 共 に 、 先 端 部 本 体 の 外 縁 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 筒 状 の 先 端 フ ー ド が 突 設 さ
れ た 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 先 端 フ ー ド の 外 周 を 軸 線 周 り 方 向 に 囲 む 鍔 状 体
が 先 端 フ ー ド の 外 周 面 に 突 設 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 外 観 図 で あ り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 付 近 に 形 成 さ れ た 湾
曲 部 ２ は 、 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ３ に お い て 操 作 ノ ブ ４ を 操 作 す る こ と に よ
り 、 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 、 任 意 の 方 向 に 任 意 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 連 結 さ れ た 硬 質 の 短 円 柱 状 の 先 端 部 本 体 ５ に は 、 対 物 光 学 系 や 固 体 撮
像 素 子 等 各 種 の 機 能 要 素 が 内 蔵 さ れ て お り 、 先 端 部 本 体 ５ に よ っ て 挿 入 部 １ の 最 先 端 部 分
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が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 先 端 部 本 体 ５ に は 、 そ の 外 縁 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 円 筒 状 の 先 端 フ ー ド １ ０ が 突 設 さ
れ て い て 、 そ の 先 端 フ ー ド １ ０ の 外 周 を 軸 線 周 り 方 向 に 囲 む 鍔 状 体 １ １ が 先 端 フ ー ド １ ０
の 外 周 面 か ら 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 挿 入 部 １ の 最 先 端 部 付 近 を 示 し て お り 、 被 写 体 の 光 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 ６
や 図 示 さ れ て い な い 照 明 窓 等 が 先 端 部 本 体 ５ の 先 端 面 ５ ａ に 配 置 さ れ て い て 、 挿 入 部 １ の
前 方 を 内 視 鏡 観 察 す る こ と が で き る 。 Ｖ は 観 察 視 野 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 先 端 フ ー ド １ ０ は 、 そ の 先 側 半 部 が 先 端 部 本 体 ５ の 先 端 面 ５ ａ か ら
前 方 に 突 出 し て お り 、 後 側 半 部 は 先 端 部 本 体 ５ の 外 周 部 に 係 脱 自 在 に 係 止 さ れ て い る 。 そ
の 係 止 構 造 は 、 弾 力 的 な 締 め 付 け 、 ネ ジ 係 合 或 い は 凹 凸 の 嵌 め 合 い な ど 公 知 の 各 種 の 構 造
を 採 用 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 先 端 フ ー ド １ ０ が 先 端 部 本 体 ５ か ら 外 れ な い 構 成 で あ
っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の よ う な 先 端 フ ー ド １ ０ は 、 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 材 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 観 察 視 野
範 囲 Ｖ 内 に 先 端 フ ー ド １ ０ が 存 在 し て い て も 、 先 端 フ ー ド １ ０ を 透 過 し て そ の 向 こ う 側 の
状 態 を 観 察 窓 ６ か ら 内 視 鏡 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 鍔 状 体 １ １ は 、 単 体 の 斜 視 図 で あ る 図 ２ に も 示 さ れ る よ う に 、 適 宜 の プ ラ ス チ ッ ク 材 等
に よ り 径 方 向 の 厚 み ｔ が １ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 の 円 環 状 に 形 成 さ れ て 、 先 端 フ ー ド １ ０ の 外 周 面
に 例 え ば 接 着 剤 等 に よ り 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の よ う な 鍔 状 体 １ １ の 前 端 外 縁 部 分 １ １ ｂ は 、 腸 内 へ の 挿 入 動 作 の 際 に 腸 管 の ヒ ダ に
引 っ 掛 か っ て し ま わ な い よ う に 滑 ら か な ア ー ル で 面 取 り さ れ 、 後 端 外 縁 部 分 １ １ ａ は 前 端
外 縁 部 分 １ １ ｂ に 比 べ て 小 さ な ア ー ル で 面 取 り さ れ て い て 、 腸 内 か ら 手 元 側 に 引 っ 張 る 動
作 の 時 に 必 要 に 応 じ て 腸 管 の ヒ ダ に 引 っ 掛 か り 易 い 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 を 大 腸 内 に 挿 入 し て い る 状
態 を 示 し て お り 、 例 え ば 腸 管 の カ ー ブ 部 分 に お い て 、 鍔 状 体 １ １ が ヒ ダ １ ０ ０ を 通 過 し た
位 置 で 湾 曲 部 ２ を 屈 曲 さ せ 、 鍔 状 体 １ １ を ヒ ダ １ ０ ０ の 裏 面 部 分 に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 挿 入 部 １ を 手 元 側 に 引 き 寄 せ る 操 作 を 行 え ば 、 鍔 状 体 １
１ に 係 合 す る ヒ ダ １ ０ ０ が 肛 門 側 に 引 き 寄 せ ら れ る こ と に よ り 腸 管 が 縮 ん で 真 っ 直 ぐ な 状
態 に な る の で 、 引 き 続 き 適 宜 の 回 転 操 作 等 も 行 っ て か ら 挿 入 部 １ を 押 し 込 み 操 作 す る こ と
に よ り 、 大 腸 深 部 へ の 挿 入 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 動 作 に 際 し て 、 本 発 明 に お い て は 、 先 端 フ ー ド １ ０ の 外 周 を 囲 む 状 態 に 突 設
さ れ た 鍔 状 体 １ １ が ヒ ダ １ ０ ０ に よ く 引 っ 掛 か っ て 、 挿 入 部 １ を 手 元 側 に 引 き 寄 せ る 操 作
を し た と き に ヒ ダ １ ０ ０ と の 係 合 が 簡 単 に は 外 れ な い の で 、 腸 管 を 迅 速 に 真 っ 直 ぐ な 状 態
に 縮 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 先 端 フ ー ド １
０ の 外 周 面 の 鍔 状 体 １ １ よ り 先 寄 り の 位 置 に あ る 部 分 １ ０ ａ が 先 側 へ 漸 次 外 径 が 小 さ く な
る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 鍔 状 体 １ １ の 前 端 外 縁 部 分 １ １ ｂ が 前 述 の 第 １ の 実 施 例
よ り さ ら に 大 き な ア ー ル で 滑 ら か に 面 取 り さ れ て 、 腸 管 内 へ の 挿 入 が ス ム ー ズ に 行 え る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 鍔 状 体 １ １ の
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外 周 面 １ １ ｃ が 先 側 へ 漸 次 外 径 が 小 さ く な る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て 、 腸 管 内 へ の 挿 入 が ス
ム ー ズ に 行 え る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 鍔 状 体 １ １ が 先 端 フ ー ド １ ０ と
同 材 料 に よ り 一 体 成 形 さ れ て お り 、 他 の 各 実 施 例 に お い て も 鍔 状 体 １ １ を 先 端 フ ー ド １ ０
と 一 体 成 形 し て 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 第 １ の 実 施 例
と 比 較 し て 鍔 状 体 １ １ の 断 面 形 状 が 略 半 円 状 に 形 成 さ れ て い る 点 だ け が 相 違 す る 。 こ の よ
う に 構 成 す る と 、 腸 管 の ヒ ダ １ ０ ０ へ の 引 っ 掛 か り が 第 １ の 実 施 例 よ り 若 干 低 下 す る も の
の 実 用 上 差 し 支 え な い 程 度 の 引 っ 掛 か り 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 第 １ の 実 施 例
と 比 較 し て 、 先 端 フ ー ド １ ０ を 前 方 に 長 く 伸 ば す こ と に よ り 、 鍔 状 体 １ １ が 観 察 窓 ６ か ら
の 観 察 視 野 範 囲 Ｖ 内 に 入 る よ う に し た も の で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 鍔 状
体 １ １ を ヒ ダ １ ０ ０ に 対 し て 狙 っ た 通 り に 正 確 に 引 っ 掛 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 先 端 フ ー ド
１ ０ が 不 透 明 な 材 料 に よ り 先 端 部 本 体 ５ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 の 先 端
部 で あ っ て も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 鍔 状 体 の 単 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 の 大 腸 挿 入 用 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ５ 　 先 端 部 本 体
　 ５ ａ 　 先 端 面
　 ６ 　 観 察 窓
　 １ ０ 　 先 端 フ ー ド
　 １ １ 　 鍔 状 体
　 １ ０ ０ 　 ヒ ダ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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